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照 論文内容の要旨
近年におけ
知見は再生
幹細胞を利
かしながら
は、器官再
的な形態形
 高い幹細胞を作り出す必要があると考えられる。
一方で、イ
様々な器官
期過程にお
様の間充織細
この一連の
過程の分子
解へとつな
に立脚し本
 の形成過程を様々な角度から解析してきた。
多
 1、神挫依存控8渤'房治癒,か
幽肢の再生
両生類の皮
芽の形成過
した。これ
に応じて形
誘導が、除
由来の分泌
している可
経依存性が
一帰
 一97一
現を開始する
Tわx5とF離1
単なる創傷治
伝子発現が再
ける創傷治癒
分化)を作り出す重要な現象である可能性が提示
 2.吻7xみG.FPガエノレを耀いた
これまでの研
いて定かにな
に対し、発生
現するトラン
生芽細胞をG
現の比較解析
細胞の一部が
養系を新たに
し、GFPの発
流で機能す
な可能性が示
て高い解像度
モーターと
 となる可能性を提示したといえる。
以上の解析に
ズムの一端を
四肢再生研究
易ではなかっ
 段の1つになることが期待される。
 一98一
懸
懸
難
灘 論
文
審
査
結
果
の
要
旨
 両
生
類
の
四
肢
再
生
の
分
子
機
構
は
余
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
鈴
木
誠
は
こ
の
う
ち
、
再
生
の
 神
経
依
存
性
と
再
生
芽
形
成
の
2
つ
の
開
題
に
つ
い
て
そ
の
分
子
機
構
を
解
析
し
た
。
 有
尾
両
生
類
の
四
肢
再
生
が
神
経
の
有
無
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
 で
は
無
尾
両
生
類
ヅ
メ
ガ
エ
ル
の
変
態
直
後
の
個
体
の
四
肢
再
生
(
ス
パ
イ
ク
形
成
)
に
お
け
る
除
神
経
 の
影
響
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
除
神
経
し
た
切
断
四
肢
で
は
再
生
芽
細
胞
の
減
少
、
増
殖
の
低
下
、
細
 胞
死
が
起
こ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
ま
た
遺
伝
子
発
現
の
解
析
か
ら
、
切
断
さ
れ
た
四
肢
の
神
経
は
、
神
 経
非
依
存
的
に
発
現
す
る
遺
伝
子
の
維
持
と
神
経
依
存
的
に
発
現
す
る
遺
伝
子
の
誘
導
に
関
係
す
る
こ
 と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 次
に
、
再
生
芽
細
胞
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
発
生
中
 の
マ
ウ
ス
四
肢
で
活
性
を
持
つ
マ
ウ
ス
乃
響
1
の
肢
芽
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
制
御
下
で
、
G
F
P
を
発
現
す
る
 ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
カ
エ
ル
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
の
再
生
芽
細
胞
を
G
F
P
標
識
し
た
。
こ
 れ
に
よ
っ
て
、
再
生
芽
細
胞
は
切
断
後
2
段
で
現
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
G
F
P
発
現
と
 分
化
マ
ー
カ
ー
の
発
現
の
解
析
か
ら
、
再
生
芽
細
胞
は
、
繊
維
芽
細
胞
や
筋
衛
星
細
胞
に
由
来
す
る
可
能
 性
が
示
さ
れ
た
。
 さ
ら
に
四
肢
を
器
官
培
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
脱
分
化
さ
せ
、
そ
の
機
構
の
解
析
か
ら
、
細
胞
成
長
因
 子
の
下
流
で
機
能
す
る
M
E
K
I
E
R
K
経
路
、
P
i
3
K
I
A
K
T
経
路
が
脱
分
化
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
示
 し
た
。
 本
研
究
は
、
鈴
木
誠
が
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
研
究
能
力
と
学
識
を
有
す
る
こ
と
を
示
 し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
鈴
木
誠
提
出
の
論
文
は
、
博
士
(生
命
科
学
)の
博
士
論
文
と
し
て
合
格
と
認
め
 る
。
